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１．研究開始当初の背景 

発症率の低い疾患を対象とした前向きコホ

ート研究では、曝露の測定に伴うコストの

削減を目指して、ネスティッド・ケース・

コントロール研究が行われる．ネスティッ

ドケースコントロール研究の中でも、発症

時期のリスク集合の中で指定されたマッチ

ング変数の水準がケースと同じ集団からラ

ンダム抽出するデザイン（以下、層別ネス

ティッド・ケース・コントロール研究）が

提案され、近年がん疫学研究などへの応用

例がみられている．全ての対象者に曝露測

定が行われるコホート研究の場合、曝露と

疾病の関連は、コホート全体を用いたCox 
回帰のハザード比で評価される．一方、層

別ネスティッド・ケース・コントロール研

究では、選択されたケースとコントロール

の曝露情報しか得られないため、コホート
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研究全体を用いた場合に比べハザード比の

推定精度が低くなることは避けられない．

そこで、解析方法に期待されることは、バ

イアスがなく、更に、コホート研究全体を

解析した場合の精度により近い推定量を得

ることである．一般的に、層別ネスティッ

ド・ケース・コントロール研究の解析にお

いては、ケースの発症時期を層別変数とし

た条件付ロジスティック回帰が用いられて

きた．この方法は、コホート研究全体を解

析した場合のCox 回帰のハザード比の一

致推定量が得られる．しかし、条件付ロジ

スティック回帰は、ケースの発症時期にお

けるリスク集合の一部の情報しか用いてお

らず、ハザード比の推定における精度が低

いという批判があり、より精度の点で改善

された方法が望まれている．また、疫学研

究では、ハザード比などの相対リスクと同

様に、リスク要因を与えた下でどれくらい

の症例が発症するのかを見る指標である絶

対リスクの評価も重要である．コホート研

究全体を解析した場合では、Cox 回帰に基

づくBreslow 推定量により累積発症割合を

推定することが可能である．しかし、層別

ネスティッド・ケース・コントロール研究

は一部の曝露情報しかないため、Breslow 
推定量をそのまま応用することができない．

従って、層別ネスティッド・ケース・コン

トロール研究の解析における絶対リスクに

関する議論はほとんどなされていないのが

現状である． 
 
２．研究の目的 

本研究では、層別ネスティッド・ケース・

コントロール研究における解析方法の開発

を目的とする．まず、Cox 回帰のハザード

比の推定について検討し、次に、絶対リス

クに関する議論が全くない現状を踏まえ、

新たな絶対リスクの推定量を提案する．そ

して、胃がん研究への応用を通して評価を

行う． 
 
３．研究の方法 

まず、層別ネスティッド・ケース・コント

ロール研究における絶対リスクを推定する

方法を検討し、これをまずコホート研究全

体のデータに当てはめ、その結果を学術雑

誌に報告した．次に，実際の層別ネスティ

ッド・ケース・コントロール研究への応用

とハザード比の推定方法に関する調査し，

学術雑誌への投稿まで行った． 

 

４．研究成果 

まず、層別ネスティッド・ケース・コント

ロール研究における絶対リスクを推定する

方法を検討し、これをまずコホート研究全

体のデータに当てはめ、その結果を学術雑

誌に報告した．次に，実際の層別ネスティ

ッド・ケース・コントロール研究への応用

とハザード比の推定方法に関する調査し，

学術雑誌への投稿まで行った． 
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